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1. 平成22年9月期第3四半期の連結業績（平成21年10月1日～平成22年6月30日）

 (1) 連結経営成績(累計)

(％表示は、対前年同四半期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

22年9月期第3四半期 13,123 △ 8.5 782 △ 25.9 1,060 △ 17.6 1,766 101.3

21年9月期第3四半期 14,342 － 1,055 － 1,286 － 877 －

１株当たり 
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり 
四半期純利益

円 銭 円 銭

22年9月期第3四半期 60. 74 60. 65

21年9月期第3四半期 29. 92 29. 75

 (2) 連結財政状態

総資産 純資産 自己資本比率 １株当たり純資産

百万円 百万円 ％ 円 銭

22年9月期第3四半期 34,508 31,482 91.2 1,082. 63

21年9月期 33,541 30,455 90.7 1,045. 96

(参考) 自己資本 22年9月期第3四半期 31,482百万円 21年9月期 30,408百万円

2. 配当の状況

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

21年9月期 － 9. 00 － 27. 00 36. 00

22年9月期 － 6. 00 －

22年9月期(予想) 48. 00 54. 00

3. 平成22年9月期の連結業績予想（平成21年10月1日～平成22年9月30日）
(％表示は対前期増減率)

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 18,500 0.3 1,200 10.1 1,500 8.2 2,000 121.7 68. 78



 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

 
  

  

 この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期レビュー手続の対象外であり、この四半期決算

短信の開示時点において、金融商品取引法に基づく四半期財務諸表のレビュー手続は終了していませ

ん。 

  

※ 業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 

 本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的

であると判断する一定の前提に基づいており、実際の業績等は様々な要因により大きく異なる可能性が

あります。業績予想の前提となる条件及び業績予想のご利用にあたっての注意事項等については、四半

期決算短信（添付資料）3ページ「連結業績予想に関する定性的情報」をご覧ください。 

4. その他（詳細は【添付資料】P.3「その他の情報」をご覧ください。）

(1) 当四半期中における重要な子会社の異動 ： 無

  新規  －社 (           －)、除外  －社 (           －)

  (注) 当四半期会計期間における連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動の有無となります。

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の適用 ： 有

  (注) 簡便な会計処理及び四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用の有無となります。

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更

 ① 会計基準等の改正に伴う変更 ： 無

 ② ①以外の変更 ： 無

  (注)「四半期連結財務諸表作成のための基本となる重要な事項等の変更」に記載される四半期連結財務 

     諸表作成に係る会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の有無となります。
 

① 期末発行済株式数（自己株式を含む) 22年9月期3Ｑ 30,637,000株 21年9月期 30,637,000株

② 期末自己株式数 22年9月期3Ｑ 1,557,727株 21年9月期 1,564,951株

③ 期中平均株式数（四半期累計） 22年9月期3Ｑ 29,077,143株 21年9月期3Ｑ 29,332,280株

※ 四半期レビュー手続きの実施状況に関する表示
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当第３四半期連結累計期間は、中国をはじめとした新興国経済の拡大にけん引された海外経済の持ち直

しが徐々に明らかになってくるなか、日本経済も輸出の好調に支えられて回復しつつあり、企業業績も好

調に転じました。一方ではＥＵにおける債務不安がくすぶり、国内では設備投資の停滞、デフレ圧力の継

続など依然として不安要素を抱えた状況で推移しました。 

こうした中、当社グループは“はかる技術”を基本としたビジネスコンセプトを継続し、国内産業の次

なる成長の糧となる“新しい技術・製品の開発”の一翼を担うべく、欧米を中心にした先端計測技術・機

器の導入と、ソフトウェアを中心にした自社システム製品の強化に力を入れてきました。その結果、電子

化の進む自動車関連業界で培われた振動解析技術の鉄道、航空・宇宙関連産業への展開、デジタル化が著

しい電子デバイス業界では電磁波（ＥＭＣ）測定技術のアジア市場でのニーズの増加、携帯電話のＩＰ化

を包含する次世代ネットワーク（ＮＧＮ）をサポートするネットワーク評価・監視ツールはキャリアから

エンタープライズまでの幅広い市場での需要の高まりを見せました。また、環境・新エネルギー分野での

二次電池開発のための評価機器、ライフサイエンスに的を絞ったナノテクノロジー分野は当社の次のコア

事業へと成長しつつあります。 

当連結累計期間においては研究開発投資の回復の足取りが確かさを増しており、連結受注高は前年同期

比14.9%増となりました。また、連結売上高は131億2千3百万円（前年同期比8.5%減）でした。 

売上高を形態別で見ますと、主力分野の情報通信分野、ＥＭＣ測定分野は受注増を反映できず前年同期

比減、自動車業界向けデータ解析分野は前年同期比増となり、これらを含む輸入国内取引高は120億8千9

百万円（前年同期比9.3%減）となりました。また、韓国向けを中心とした日本からの輸出取引高は9億3千

1百万円（前年同期比26.4%増）となりました。 

利益面では、営業利益7億8千2百万円（前年同期比25.9%減）、経常利益10億6千万円（前年同期比17.6%

減）となりました。また、昨年12月に米国の連結子会社CLEARSIGHT NETWORKS, INC.の株式の譲渡益13億6

千1百万円を特別利益に計上したことにより、四半期純利益は17億6千6百万円（前年同期比101.3%増）と

なりました。 

  

1. 当四半期の連結業績等に関する定性的情報

(1) 連結経営成績に関する定性的情報

(2) 連結財政状態に関する定性的情報

当第３四半期連結会計期間末における総資産は、前連結会計年度末に比べ9億6千6百万円増加し、

345億8百万円となりました。主な増加要因は、有価証券の増加28億1千5百万円、長期性預金の増加8億

円等によるものであります。一方、主な減少要因は、現金及び預金の減少14億7千9百万円、受取手形

及び売掛金の減少10億8百万円等によるものであります。

負債は、前連結会計年度末に比べ6千万円減少し、30億2千6百万円となりました。主な減少要因は、

賞与引当金の減少1億8千万円等によるものであります。

純資産は、前連結会計年度末に比べ10億2千6百万円増加し、314億8千2百万円となりました。主な増

加要因は、四半期純利益を17億6千6百万円計上したことによる利益剰余金の増加7億9千8百万円等によ

るものであります。
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平成22年４月16日に公表いたしました連結業績予想から修正は行っておりません。 

  
  

該当事項はありません。 

  

①当第３四半期連結会計期間末の棚卸高の算出に関しては、実地棚卸を省略し前連結会計年度末 

 に係る実地棚卸高を基礎として合理的な方法により算定しております。 

②定率法を採用している資産については、連結会計年度に係る減価償却費の額を期間按分する 

 方法により算定しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(キャッシュ・フローについて）

当第３四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物(以下「資金」という)は、前連結会計年

度末に比べ15億2千9百万円増加し、49億3千4百万円となりました。

当第３四半期連結累計期間における各キャッシュ・フローの状況とそれらの要因は次のとおりであ

ります。

(営業活動によるキャッシュ・フロー)

資金の主な増加要因は、税金等調整前四半期純利益20億6千7百万円の計上及び売上債権の減少額9億

円によるものであり、一方、資金の主な減少要因は、事業譲渡益13億6千1百万円の計上及び賞与引当

金の減少額1億8千万円によるものであります。

この結果、営業活動によるキャッシュ・フローは25億3千9百万円の増加となりました。

(投資活動によるキャッシュ・フロー)

資金の主な増加要因は、有価証券の売却による収入43億6千万円によるものであり、一方、資金の主

な減少要因は、投資有価証券の取得による支出29億7千2百万円によるものであります。

この結果、投資活動によるキャッシュ・フローは2千3百万円の減少となりました。

(財務活動によるキャッシュ・フロー)

資金の主な減少要因は、配当金の支払額9億5千9百万円によるものであります。

この結果、財務活動によるキャッシュ・フローは9億5千9百万円の減少となりました。

(3) 連結業績予想に関する定性的情報

2. その他の情報

(1) 重要な子会社の異動の概要

(2) 簡便な会計処理及び特有の会計処理の概要

(3) 会計処理の原則・手続、表示方法等の変更の概要
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3. 四半期連結財務諸表

(1) 四半期連結貸借対照表

（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

資産の部

流動資産

現金及び預金 1,372,727 2,852,335

受取手形及び売掛金 2,597,482 3,606,326

有価証券 9,897,986 7,082,653

商品及び製品 852,519 945,245

その他 467,349 786,165

貸倒引当金 △300 △7,700

流動資産合計 15,187,764 15,265,025

固定資産

有形固定資産

建物及び構築物（純額） 2,757,657 2,842,374

車両運搬具（純額） 6,950 9,886

工具、器具及び備品（純額） 552,006 666,780

土地 5,635,485 5,635,485

有形固定資産合計 8,952,099 9,154,527

無形固定資産

その他 81,780 76,366

無形固定資産合計 81,780 76,366

投資その他の資産

投資有価証券 6,481,855 6,207,305

その他 3,830,662 2,864,276

貸倒引当金 △25,800 △25,800

投資その他の資産合計 10,286,718 9,045,781

固定資産合計 19,320,599 18,276,676

資産合計 34,508,363 33,541,701

負債の部

流動負債

支払手形及び買掛金 1,236,734 1,387,180

未払法人税等 154,795 －

賞与引当金 240,000 420,000

役員賞与引当金 － 13,000

その他 656,260 565,267

流動負債合計 2,287,789 2,385,447

固定負債

退職給付引当金 455,171 435,254

役員退職慰労引当金 281,333 263,833

その他 2,000 2,000

固定負債合計 738,504 701,087

負債合計 3,026,294 3,086,535
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（単位：千円）

当第３四半期連結会計期間末
(平成22年６月30日)

前連結会計年度末に係る
要約連結貸借対照表
(平成21年９月30日)

純資産の部

株主資本

資本金 4,158,000 4,158,000

資本剰余金 4,603,500 4,603,500

利益剰余金 24,392,928 23,594,296

自己株式 △1,644,840 △1,652,631

株主資本合計 31,509,588 30,703,164

評価・換算差額等

その他有価証券評価差額金 7,382 △30,033

繰延ヘッジ損益 △7,379 △3,055

為替換算調整勘定 △27,522 △261,822

評価・換算差額等合計 △27,519 △294,911

少数株主持分 － 46,913

純資産合計 31,482,069 30,455,166

負債純資産合計 34,508,363 33,541,701
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(2) 四半期連結損益計算書

【第３四半期連結累計期間】

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
至 平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成22年６月30日)

売上高 14,342,505 13,123,332

売上原価 7,734,975 7,165,929

売上総利益 6,607,529 5,957,403

販売費及び一般管理費 5,551,536 5,174,551

営業利益 1,055,992 782,851

営業外収益

受取利息 114,746 101,569

受取配当金 31,640 34,933

有価証券売却益 35,314 26,690

為替差益 65,945 56,275

その他 20,228 68,003

営業外収益合計 267,875 287,472

営業外費用

支払利息 4,253 3,315

有価証券売却損 1,355 5,198

有価証券評価損 11,964 －

持分法による投資損失 4,366 873

その他 15,462 265

営業外費用合計 37,401 9,651

経常利益 1,286,467 1,060,672

特別利益

固定資産売却益 40,561 24,338

事業譲渡益 85,884 1,361,351

特別利益合計 126,446 1,385,690

特別損失

固定資産処分損 8,125 14,260

投資有価証券評価損 123,188 1,318

為替換算調整勘定取崩額 － 363,264

その他 4,006 514

特別損失合計 135,320 379,357

税金等調整前四半期純利益 1,277,593 2,067,005

法人税、住民税及び事業税 316,080 286,000

法人税等調整額 83,716 2,786

法人税等合計 399,796 288,786

少数株主利益 290 11,939

四半期純利益 877,505 1,766,280
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(3) 四半期連結キャッシュ・フロー計算書

（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
至 平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成22年６月30日)

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純利益 1,277,593 2,067,005

減価償却費 397,632 367,351

のれん償却額 5,015 998

貸倒引当金の増減額（△は減少） 1,811 △7,400

賞与引当金の増減額（△は減少） △273,467 △180,000

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △16,000 △13,000

退職給付引当金の増減額（△は減少） 2,518 19,917

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） 5,159 17,499

受取利息及び受取配当金 △146,387 △136,503

支払利息 4,253 3,315

持分法による投資損益（△は益） 4,366 873

有価証券売却損益（△は益） △33,959 △21,492

有価証券評価損益（△は益） 11,964 －

投資有価証券売却損益（△は益） － 514

投資有価証券評価損益（△は益） 123,188 1,318

事業譲渡損益（△は益） △85,884 △1,361,351

有形固定資産除売却損益（△は益） △32,436 △18,474

無形固定資産除売却損益（△は益） － 8,396

為替換算調整勘定取崩額 － 363,264

売上債権の増減額（△は増加） 2,082,030 900,004

たな卸資産の増減額（△は増加） 464,513 78,661

仕入債務の増減額（△は減少） △912,391 △137,744

その他 161,212 261,068

小計 3,040,733 2,214,223

利息及び配当金の受取額 145,360 129,092

利息の支払額 △4,253 △3,315

法人税等の支払額 △1,421,257 △163,373

法人税等の還付額 － 362,764

営業活動によるキャッシュ・フロー 1,760,582 2,539,390
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（単位：千円）

前第３四半期連結累計期間
(自 平成20年10月１日
至 平成21年６月30日)

当第３四半期連結累計期間
(自 平成21年10月１日
至 平成22年６月30日)

投資活動によるキャッシュ・フロー

定期預金の預入による支出 △300,000 △1,100,000

定期預金の払戻による収入 800,000 910,000

有価証券の取得による支出 △2,501,830 △2,251,313

有価証券の売却による収入 5,117,847 4,360,337

有形固定資産の取得による支出 △367,400 △199,137

有形固定資産の売却による収入 75,147 36,458

無形固定資産の取得による支出 △18,627 △44,676

投資有価証券の取得による支出 △1,736,759 △2,972,421

投資有価証券の売却による収入 406,188 263,967

長期貸付けによる支出 △4,000 －

事業譲渡による支出 △57,294 －

事業譲渡による収入 － 944,991

その他 706 28,648

投資活動によるキャッシュ・フロー 1,413,977 △23,145

財務活動によるキャッシュ・フロー

短期借入金の純増減額（△は減少） △18,998 －

配当金の支払額 △1,822,778 △959,418

自己株式の取得による支出 △2,001,435 △445

ストックオプションの行使による収入 142 7

少数株主からの払込みによる収入 241 －

財務活動によるキャッシュ・フロー △3,842,828 △959,856

現金及び現金同等物に係る換算差額 △13,258 △26,643

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △681,527 1,529,746

現金及び現金同等物の期首残高 6,149,502 3,404,629

現金及び現金同等物の四半期末残高 5,467,975 4,934,375
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該当事項はありません。 

  

１.事業の種類別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日)   

当社及び在外連結子会社３社は、国内及び海外におけるエレクトロニクス関連商品を中心とす

る各種商品の製造、販売及びそれらの取引に関連する保守、サービス等の役務提供を、国内連結

子会社１社は、畜産酪農機器類の販売及び関連するサービス等の役務提供をおこなっております

が、当該エレクトロニクス関連商品のセグメントの売上高及び営業利益の金額は、全セグメント

の売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事業の種類別

セグメント情報の記載を省略しております。 

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日)   

当社及び在外連結子会社２社は、国内及び海外におけるエレクトロニクス関連商品を中心とす

る各種商品の製造、販売及びそれらの取引に関連する保守、サービス等の役務提供ををおこなっ

ておりますが、当該エレクトロニクス関連商品のセグメントの売上高及び営業利益の金額は、全

セグメントの売上高の合計及び営業利益の合計額に占める割合がいずれも90％超であるため、事

業の種類別セグメント情報の記載を省略しております。なお、在外連結子会社のCLEARSIGHT

NETWORKS, INC. 及びCLEARSIGHT NETWORKS TECHNOLOGY BEIJING LTD.については同社株式のすべ

てを売却したことにより、12月末に連結の範囲から除外しております。 

  

２.所在地別セグメント情報 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日) 

本邦の売上高の金額は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在

地別セグメント情報の記載を省略しております。 

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日) 

本邦の売上高は、全セグメントの売上高の合計に占める割合が90％超であるため、所在地別セ

グメント情報の記載を省略しております。 

  

３.海外売上高 

前第３四半期連結累計期間(自 平成20年10月１日 至 平成21年６月30日)  

海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

当第３四半期連結累計期間(自 平成21年10月１日 至 平成22年６月30日)  

海外売上高は連結売上高の10％未満のため、海外売上高の記載を省略しております。 

  

該当事項はありません。 

  

(4) 継続企業の前提に関する注記

(5) セグメント情報

(6) 株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記
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